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～ 医療法人わかば会のケア情報誌 ～ 

編集・発行／医療法人わかば会 

〒857-0016 佐世保市俵町 22-1 

Tel 0956-22-6548 Fax 0956-24-7270 

http://www.wakabakai.or.jp 

Vo.81 

1 月号 

January 

2018 

● 俵町浜野病院（Tel 0956-22-6548） 
【医療】外来⇒ 内科・外科・循環器科・呼吸器科・消化器科 

整形外科・肛門科・リハビリテーション科 
入院⇒ 3 階 地域包括ケア病棟 26 床 

4 階 地域包括ケア病床 26 床・医療療養病床 12 床 
【介護】居宅介護支援事業所・デイケアセンター（定員 40 名） 

グループホーム（3 ユニット 定員 24 名） 

● 有料老人ホームわかばテラス（Tel 0956-76-8780） 

 

 

 

 

 

 
【入居】定員 50 名  
【介護】デイサービス風祭り（定員 60 名） 

デイサービス里山療法クラブ（定員 12 名） 

● サービス付高齢者向け住宅わかばレジデンス 
（Tel 0956-22-6544） 

【入居】戸数 18 戸  
【介護】小規模多機能ホームわかばレジデンス 

（登録 29 名 ショートステイ 9 名） 

● 有料老人ホームわかばハウス（Tel 0956-22-6535） 
【入居】定員 17 名 
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新
年
の
ご
あ
い
さ
つ 

わかばテラス エントランス門松 2018 年 

認
知
症
と
里
山
療
法 

地
域
包
括
ケ
ア
病
棟
へ
転
換 

わかばテラスでは、今年も輝かしい新年を迎えることができました。元日は厨房スタッフの手作りおせちで新春の宴をひらきました。 

1 月 11 日は「鏡開き」です。お正月に年神様にお供えした鏡餅を砕き、お汁粉やぜんざいにして食べ、

一家の幸福を願います。鏡餅には神様が宿っていますので、「切る」や「割る」という表現を避けて、

「開く」という縁起のよい言葉を使います。神様とのご縁を断ち切らないように、鏡餅は刃物で切らず

に金づちなどで叩き砕き、美味しくいただきましょう。本年も皆様にとりまして素晴らしい 1 年であり

ますよう、医療法人わかば会職員一同心からお祈り申し上げます。 

 



                                                                                                                      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2008 年 病院屋上菜園 収穫祭 

January 2018.Vo.81                 Wakaba Club January 2018.Vo.81                 Wakaba Club 

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
皆
様
に
は
、
さ
わ
や

か
な
新
春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
心
か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。
昨
年
中
、
当

法
人
に
賜
り
ま
し
た
数
々
の
ご
厚
情
と
ご
支
援
に
対
し
ま
し
て
、
職
員

一
同
心

よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

２
０
１
８
年
も
、
医
療
法
人
わ
か
ば
会
の
理
念
で
あ
る

「わ
か
ば
ご
こ
ろ
」

を
念
頭
に
お
き
、
皆
様
に
安
全
で
質
の
高
い
医
療

・
介
護
を
提
供
で
き
る
よ
う

に
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。
本
年
も
、
ど
う
ぞ
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

医
療
法
人
わ
か
ば
会 

理
事
長 

浜
野 

裕 

認
知
症
と
里
山
療
法 

わ
か
ば
会
は
２
０
０
８
年
に
病
院
の
屋
上

を
菜
園
と
し
て
緑
化
し
、
高
齢
者
の
リ
ハ
ビ

リ
の

一
環
と
し
て
園
芸
療
法
を
取
り
入
れ
、

以
後
、
園
芸
活
動
を
通
じ
て
数
量
認
識
能
力

の
研
究
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
２
０
１
０
年

９
月
に
有
料
老
人
ホ
ー
ム
わ
か
ば
テ
ラ
ス

を
開
設
し
て
以
降
、
本
格
的
な
園
芸
療
法

（里
山
療
法
）
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
わ

か
ば
会
の
研
究
は
、
２
０
１
０
年
に
は
第
１

回
ア
ジ
ア
慢
性
期
医
療
学
会
で
「園
芸
療
法

に
よ
る
高
齢
者
の
数
量
認
識
能
力
の
改
善  

こ
の
よ
う
な
活
動
が
長
崎
大
学
環
境
科
学
部
教
授
五
島
聖
子
先
生
の
目
に

と
ま
り
、
２
０
１
５
年
か
ら
米
国
ラ
ト
ガ
ー
ス
大
学
、
香
港
科
学
技
術
大

学
、
長
崎
大
学
と
共
同
で
、
認
知
症
の
患
者
さ
ん
に
対
す
る
非
薬
物
療
法

「
日
本
庭
園
鑑
賞
に
よ
る
癒
し
効
果
」
の
研
究
を
実
施
し
ま
し
た
。
私
は

こ
の
研
究
を

「見
る
だ
け
里
山
療
法
」
と
呼
ん
で
い
ま
す
。
ご
高
齢
の
方

が
年
を
経
て
、
自
立
歩
行
が
で
き
な
く
な
り
、
里
山
の
庭
を
歩
い
た
り
、

園
芸
作
業
な
ど
の
里
山
療
法
が
で
き
な
く
な
っ
て
も
、
な
ん
と
か
里
山
療

法
の
片
鱗
で
も
享
受
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
こ
の
研
究
で
は
、
実
際
に
日

本
庭
園
を
観
る
こ
と
で
、
自
律
神
経
の
副
交
感
神
経
の
活
動
が
優
位
に
な

り
、
心
拍
数
が
穏
や
か
に
下
が
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。
２
０
１
６
年

に
は

「軽
度
認
知
症
患
者
を
含
む
高
齢
者
が
日
本
庭
園
を
見
た
と
き
の
生

理
反
応
に
関
す
る
実
験
的
研
究
」
も
行
い
ま
し
た
。 

効
果
に
つ
い
て
」
発
表
し
、
ベ
ス
ト
ポ
ス
タ
ー
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。
２
０
１
１

年
に
は
Ｎ
Ｈ
Ｋ
長
崎
放
送
で
、
そ
の
治
療
効
果
が
取
り
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。 

ま
た
、
第
６
１
回
日
本
病
院
学
会
で

「園
芸
活
動
と
里
山
の
散
策
に
よ
る
自
律
神

経
機
能
の
改
善
及
び
Ｎ
Ｋ
細
胞
活
性
の
改
善
に
つ
い
て
」
を
、
第
４
回
九
州
ア
ル

ツ
ハ
イ
マ
ー
型
認
知
症
研
究
会
で

「薬
物
療
法
と
非
薬
物
療
法

（里
山
療
法
）
の

併
用
の
効
果 

～
認
知
症
治
療
開
始
後
１
年
以
上
経
過
し
た
症
例
に
つ
い
て
の
検

討
～
」
を
発
表
し
ま
し
た
。 

現
在
、
認
知
症
に
対
す
る
非
薬
物
治
療
の
エ
ビ
デ
ン
ス
は
極
め
て
少
な
く
、

一
方
エ
ビ
デ
ン
ス
の
あ
る
薬
物

治
療
は
治
療
開
始1

年
を
経
過
す
る
と
そ
の
効
果
は
減
弱
し
、
認
知
症
は
漸
次
進
行
し
て
行
き
ま
す
。
薬
物

療
法
や
、
そ
れ
に
通
所
リ
ハ
活
動
を
加
え
た
治
療
を
行
う
こ
と
で
、
自
然
経
過
例
に
比
べ
、
悪
化
が
有
意
に

抑
え
ら
れ
ま
す
が
、
さ
ら
に
非
薬
物
療
法
の
中
で
も
里
山
療
法
を
行
う
と
、
Ｍ
Ｍ
Ｓ
Ｅ
は
む
し
ろ
改
善
さ
れ
、

薬
物
療
法
だ
け
行
っ
た
場
合
や
、
そ
れ
に
通
所
リ
ハ
活
動
も
行
っ
た
場
合
に
比
べ
、
そ
の
改
善
は
明
ら
か
に

有
意
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。 

こ
う
し
た
取
り
組
み
を
、
２
０
１
７
年
１
０
月
開
催
さ
れ
た
第
３
１
回
日
本
臨
床
内
科
医
学
会
で
発
表
し
た

と
こ
ろ
、
多
数
の
臨
床
医
の
先
生
方
に
興
味
を
示
し
て
い
た
だ
き
、
ポ
ス
タ
ー
部
門
賞
に
選
出
さ
れ
ま
し
た
。 

ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
型
認
知
症
は
近
年
増
加
し
て
お
り
、
今
後
も
さ
ら
に
増
加
す
る
と
予
測
さ
れ
ま
す
。
し
か

し
、
そ
れ
に
対
す
る
有
効
な
治
療
が
確
立
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
大
き
な
社
会
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

里
山
療
法
は
、
薬
物
療
法
の
治
療
効
果
を

高
め
る
、
よ
り
効
果
的
な
非
薬
物
療
法
で

あ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。 

ま
た
、
作
物
を
収
穫
す
る
喜
び
、
そ
れ
を

調
理
し
て
食
べ
る
楽
し
み
を
仲
間
と
共
有

で
き
る
こ
と
で
、
高
齢
認
知
症
患
者
さ
ん

の
生
き
が
い
感
の
創
出
に
役
立
つ
も
の
と

考
え
ら
れ
ま
す
。 

 

平成 30 年 1 月 1 日より 

3 階 地域包括ケア病棟 26 床 
4 階 地域包括ケア病床 26 床 医療療養病床 12 床 となります 

地域包括ケア病棟とは 
「地域包括ケア病棟」とは、▼急性期を経過し、病状が安定した患者さんを受け入れ（ポストアキュート） 

▼在宅や介護施設への復帰に向けた医療や支援を行い▼在宅や施設からの緊急時の受け入れ（サブアキュート機

能）の 3 つの機能を担う病棟です。 

今までは、一般病棟で症状が安定すると、早期に退院をしていただく事となっていました。しかし、在宅での療

養や社会復帰のために、もう少し入院治療が必要 と判断される患者さんの為に、「地域包括ケア病棟」を設け、

リハビリをしっかり行い、安心して退院していただけるよう支援していきます。  

心身の回復に向けて、医師や看護師、病棟専従の理学療法士、作業療法士、言語聴覚士等により、在宅復帰に向

けた治療・支援を行い、また病棟専任の医療ソーシャルワーカーが患者さんの退院支援、退院後のケアについて

サポートいたします。（最長入院期間は 60 日まで） 

※
在
宅
あ
る
い
は
介
護
施
設
に
復
帰
予
定
の
方
で
、
主
に
次
の
よ
う
な
患
者
さ
ん
が
対
象
で
す
。
①
急
性
期
の
入
院
治
療

（手
術

・ 

肺
炎

・
心
不
全

・
脳
卒
中

・
外
傷
な
ど
）
に
よ
り
病
状
は
改
善
し
た
が
、
も
う
少
し
治
療

・
リ
ハ
ビ
リ
等
が
必
要
な
方 

②
入
院

治
療
に
よ
り
病
状
は
安
定
し
、
在
宅
復
帰
に
向
け
て
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
が
必
要
な
方 
在
宅
で
の
療
養
準
備
が
必
要
な
方 

※ 

2015 年 わかばテラス 日本庭園完成 2017 年 日本臨床内科医学会 


